
「街の歌」改め 0ヽ/
音
楽
は
聴
い
て
楽
し
む
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
「演

奏
こ
そ
わ
が
人
生
！
」
。
そ
ん
な
ア
マ
チ
ュ
ア
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
団

の
エ
ネ
ル
ギ

ッ

シ
ュ
な
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回

は
、
創
立
２０
周
年
を
迎
え
た
千
葉
県
市
川
市

で
唯

一
の
男
声
合
唱
団
。

夕
楽
し
く
歌
う
、
楽
し
く
聴
い
て
も

ら
う
ク
た
め
に

千
葉
県
市
川
市
。
都
心
か
ら
Ｊ
Ｒ
で
３０
分
壁
皮

の
こ
の
街
は
、
市
一民
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
オ
ペ
ラ

振
興
会
な
ど
を
抱
え
る
文
化
振
興
の
盛
ん
な
土
地

だ
。
こ
の
市
で
唯

一
の
男
士欠
口唱
団
と
し
て
活
動

す
る
の
が

「市
川
男
士欠
口唱
団

（Ｉ
Ｍ
Ｃ
ご
。
今

年
創
立
２０
周
年
を
迎
え
、
平
均
年
齢
６８
歳
と
シ
ニ

ア
層
が
中
心
な
が
ら
ま
す
ま
す
元
気
な
合
唱
団
で

あ
る
。
前
身
は
１
９
６
１
年
に
創
設
さ
れ
２０
年
ほ

ど
活
動
す
る
も
、
団
員
の
多
忙
で
活
動
を
休
止
し

た
同
名
の
合
唱
団
。

９４
年
に
再
開
の
声
が
高
ま
り

現
在
に
至
る
。
第
１
期
メ
ン
バ
ー
も
再
び
集
い
、

公
私
に
渡
り
経
験
と
年
輪
を
重
ね
た
団
員
が
和
気

調
々
と
活
動
を
盛
り
上
げ
る
。

合
宿
や
演
奏
会
な
ど
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
運
営
は
各

パ
ー
ト
の
持
ち
回
り
。
「以
前
は
特
ｉ〓ん
の
団
員
が

運
営
を
担
当
し
て
い
た
の
で
す
が
、
数
年
前
か
ら

多
く
の
人
が
参
加
す
る
形
に
。
フ
ラ
ッ
ト
に
意
見

を
交
換
で
き
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生

か
せ
る
。
ク皆
の
団
″
と
い
う
意
識
も
高
ま
り
ま

し
た
」
と
メ
ン
バ
ー
は
語
る
。

自
主
演
奏
会
は
２
年
に
１
回
。
今
年
の
■
月
に

は
第
９
回
、

２０
周
年
記
念
の
演
奏
会
を
控
え
る
。

前
回
、
２
０
１
１
年
５
月
の
第
８
回
公
演
で
は
、

フ
オ
ー
ク
歌
手
さ
だ
ま
さ
し
氏
の
楽
曲
を
新
編
曲

で
披
露
し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｃ
第
１
期
メ
ン
バ
ー
に
さ
だ

氏
の
叔
父
に
あ
た
る
人
が
い
た
縁
で
、
団
員
が
直

接
頼
み
込
ん
で
快
諾
を
得
た
の
だ
そ
う
。
公
演
で

は
さ
だ
氏
の
ビ
デ
オ
出
演
と
い
う
豪
華
な
趣
向
も

あ
っ
た
。

選
曲
は
、
技
術
的
な
一要
素
も
加
味
し
つ
つ
テ
ー

マ
性
を
重
視
し
て
団
員
と
指
揮
者
の
先
生
と
の
話

は
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・ソ
ン
グ
が
増
え
て
き
た
ｃ

「
こ
の
団
は

″楽
し
く
歌
う
、
楽
し
く
聴
い
て
も

ら
う
ク
ロ
標
の
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
．

で
す
か
ら
選
出
も
、
メ
ン
バ
ー
や
お
客
さ
ん
か
ら

の
要
望
に
よ
っ
て
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
団
長
の
稲
田
氏

（Ｔ
）。

次
回
公
演
で
の

「バ
ー
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ

・
ス
タ
イ

ル
」
を
取
り
入
れ
た
ア
メ
リ
カ
民
謡
の
ス
テ
ー
ジ

は

「楽
曲
の
構
造
、
各
パ
ー
ト
の
役
割
が
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
よ
う
な

″和
音
の
な
か
で
音
楽
を

進
め
て
い
く
″
も
の
で
は
な
く
、
形
に
な
る
ま
で

苦
労
し
た
」と
メ
ン
バ
ー
は
話
す
が
、取
材
に
伺
っ

た
日
の
練
習
で
は
楽
し
げ
に
、
堂
に
入
っ
た
歌
い

方
を
み
せ
て
く
れ
た
。

連載●第 15回

市川男声含唱団

●団体名 :市川男声合唱団 (IMC) :
●倉」立 :1994年 6月 [前 身 1第 1期・

1961～ 81年。一時活動体止する :

も 1994年に第2期として活動再開。:

第 1期以来のメンバーも参加し、指
:

導陣に恵まれ現在に至る]    ・

●指導陣 :田 中安茂 (常任指揮者)、 岩 :

撫智子 (伴奏p)ほかヴオイス トレー :

ナーの指導あり          :
●活動 :毎週金曜日 19～ 21時 (自主・

練習 18～ 19時 )市川公民館 (千葉 :

県市川市」R市川駅)にて。入会金 ::

2000円、月会費 :3000円 。メン
:

バーは 52～ 82歳、平均年齢 68o
歳のメンバー約 40人で活動。隔年 :

の自主演奏会に加え、京葉男声合唱 :

属郎 麗 認 辟 戴 31動 三

サートなどで活動を楽しんでいます :
●次回演奏会 1第 9回演奏会 (倉」立 20:

Ti謂 韮F書亀旱9ξ ttξ 三
市川市文化会館大ホール (千葉県市 :

川市)く出演〉田中安茂 (指 揮)、 岩 :

霙うこ催 彗 贔 肴奮]澪彬 亀F三
・バーバーショップスタイル・によるア :

メリカ民謡《HOme on the Range》 :

《Beautru D「eame「》他/堀 口大・
學詞

'青

水脩曲「男声合唱組曲《月 :

光とピエ□》Jよ り〈秋のピエ□〉ほ :

わゾ懐かしのポピュラー曲くなこり雪》:

等 〈入場料〉1000円。各ステース・
歌唱だけでなく衣裳 演出にも力を :

入れています

●団員募集 :私たちと一緒に男声合唱 2

をエンジヨイし、身も心もリフレッ

シュしませんか? また、アフター

コーラスも (一杯やりながら)なかな

か良いものですよ! 是非一度、見
:

学を兼ねて、お出掛け下さい(オーデイ・
ションなどはありません)     :

●問合せ :稲田 (代 表)0909960:
508ス またはホームページからの・

問合せも可能です        ・
● URL:httβ〃v、ヽ́υwlcnkawamc com/ :
*市川男声合唱団の演奏は「オントモ :
ヴィレッジ」でもお聴きいただけま

:

す               ・

活動は毎週金曜日夕方。練習は 19時からだが、18時
から自主練習のために会場をllE保 してあり、その時FB5に

なるとメンバーが集まつてくる

指導 よ地元 市川市の中学校で教鞭をとる田中安茂氏。

合唱部の指導には定評があり、コンクールなどでも目覚

ましい実績をあげてしヽる。

2011年 の第8回公演でとりあげたさだまさしの曲集

F関 白宣言』ま出版もされた (鈴木憲夫編曲)。 く防人の歌》

等、涙しながら歌つた団員もいたという

た も シ な 初 い 反 客 出 こ 会 め し

[[首 :i」 ][言 [:li


